
四
月
六
日
、
駐
屯

地
は
古
河
駐
屯
地
後

援
会
と
の
共
催
に
よ

り
「
駐
屯
地
観
桜

会
」
を
実
施
し
た
。

当
日
は
桜
満
開
の

快
晴
に
恵
ま
れ
、
古

河
市
長
を
は
じ
め
、

茨
城
県
議
会
議
員
及

び
古
河
市
議
会
議
員
、

隊
友
会
古
河
・
下
館

支
部
長
等
の
招
待
者

百
十
六
名
と
隊
員
等

五
十
六
名
、
総
勢
百

七
十
二
名
の
参
加
者

に
よ
り
体
育
館
に
お

い
て
盛
大
に
行
わ
れ

た
。主

催
者
で
あ
る
古

河
駐
屯
地
後
援
会
会

長

青
木

正
夫
様
の

挨
拶
、
駐
屯
地
司
令

挨
拶
、
来
賓
紹
介
、

祝
電
披
露
、
新
着
任

部
隊
長
等
の
紹
介

（
古
河
支
処
総
務
部

長
、
第
３
３
７
高
射

中
隊
長
、
第
３
４
１

会
計
隊
長
、
第
３
０

１
ダ
ン
プ
車
両
中
隊

長
）
、
古
河
自
衛
隊

協
力
会
会
長
（
古
河

市
長
）
針
谷

力
様

に
よ
る
乾
杯
を
皮
切

り
に
、
歓
談
が
行
わ

れ
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
後
援
会
会

員
で
歌
手
の
古

河

し
の
ぶ
氏
と
八

代

み
ゆ
き
氏
に
よ
る
歌

謡
シ
ョ
ー
で
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。

参
加
者
相
互
の
親

睦
を
深
め
つ
つ
、
観

桜
会
は
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
た
。

勇壮な音楽を奏でる東部方面音楽隊

主催者挨拶
（青木後援会会長）

駐屯地司令挨拶
（豊田陸将補）

歌謡ショー
（八代みゆき氏）

三
月
十
八
日
、

駐
屯
地
は
「
古
河

駐
屯
地
演
奏
会
」

を
開
催
し
た
。

本
演
奏
会
は
隊

員
の
慰
労
と
併
せ

て
、
隊
員
家
族
や

協
力
会
関
係
者
等

招
待
者
の
自
衛
隊

に
対
す
る
理
解
の

促
進
を
目
的
と
し

て
実
施
し
、
三
回

目
と
な
る
今
回
も

来
場
者
が
音
楽
に

親
し
む
機
会
を
提

供
し
た
。

演
奏
会
は
、
東

部
方
面
音
楽
隊
及

び
特
別
ゲ
ス
ト
に

ザ
・
タ
イ
ズ
及
び

総
和
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
三
組
で
実

施
さ
れ
、
ザ
・
タ

イ
ズ
と
東
音
隊
員

と
の
ユ
ニ
ッ
ト
に

よ
る
コ
ラ
ボ
演
奏

に
始
ま
り
、
総
和

中
吹
奏
楽
部
か
ら

の
要
望
で
実
施
し

た
合
同
演
奏
、
そ

し
て
東
音
の
勇
壮

な
演
奏
が
聴
衆
を

魅
了
し
、
駐
屯
地

演
奏
会
な
ら
で
は

の
多
彩
な
楽
曲

（
ア
ン
コ
ー
ル
を

含
む
全
十
六
曲
）

が
披
露
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
演
奏

に
よ
り
生
み
出
さ

れ
た
聴
衆
一
体
と

な
っ
た
癒
し
の
時

間
は
、
拍
手
喝
采

の
う
ち
に
終
了
し

た
。

挨拶・乾杯
（針谷古河市長）

新着任部隊長等の紹介歌謡ショー
（古河しのぶ氏）

総和中学校吹奏楽部
（東音との合同演奏）

ザ・タイズ（東音とのコラボ演奏）
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第３３７高射中隊

村岡２士

第１０１施設器材隊

伊藤２士

古河駐屯地業務隊

井上曹長

７月２８日付

関東補給処古河支処

髙井１佐

６月２８日付

第３３７高射中隊

齊藤２士
第３０１ダンプ車両中隊

小野２士

第３０１ダンプ車両中隊

坂入２士
第３０１ダンプ車両中隊

木下２士

一
月
二
十
三
日
及
び
二
十
七
日
付
で
新
配

置
隊
員
九
名
が
部
隊
に
配
属
さ
れ
た
。

第１０１施設器材隊

釜形２士

第１０１施設器材隊

大嶋２士

第１０１施設器材隊

田中２士

一
月
二
十
四
日
か
ら
二
月
一
日
ま
で
の
間
、
体
育
館
に
お

い
て
、
駐
屯
部
隊
等
の
融
和
団
結
及
び
士
気
高
揚
を
図
る
目

的
で
「
駐
屯
地
綱
引
大
会
」
が
行
わ
れ
た
。

決
勝
は
駐
屯
地
綱
引
部
員
が
多
く
所
属
す
る
第
１
０
１
施

設
器
材
隊
特
殊
器
材
中
隊
と
昨
年
一
回
戦
負
け
の
業
務
諸
隊

が
試
合
し
、
多
数
の
隊
員
が
応
援
に
駆
け
付
け
、
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

結
果
は
特
器
中
隊
が
優
勝
、
業
務
諸
隊
が
準
優
勝
に
輝
い

た
。

自衛官３２名

三
月
末
、
転
入
部
隊
長
等
を
含
め
三
十
二
名
の
隊
員
が
、
ま

た
四
月
、
転
入
・
新
規
採
用
等
で
十
九
名
の
事
務
官
等
が
新
た

な
戦
力
と
し
て
古
河
駐
屯
地
に
配
置
さ
れ
た
。

古河支処総務部長

平野１佐

事務官等１９名

第３４１会計隊長 大塚３佐（左）
第３３７高射中隊長 森１尉（右）

二
月
二
十
六
日
、
駐

屯
地
営
庭
に
お
い
て
東

方
航
空
隊
の
支
援
を
受

け
、
航
空
機
体
験
搭
乗

を
実
施
し
た
。

当
日
の
天
候
は
、
曇

天
で
は
あ
っ
た
が
、
飛

行
に
影
響
な
く
、
協
力

会
、
後
援
会
及
び
モ
ニ

タ
ー
等
の
招
待
者
、
六

十
名
が
参
加
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
当

初
、
搭
乗
時
の
注
意
事

項
等
の
安
全
教
育
と
機

種(

Ｕ
Ｈ‐

１) 

及
び
飛

行
経
路
の
説
明
を
受
け

た
後
に
、
約
十
分
間
の

飛
行
を
楽
し
ん
だ
。

搭
乗
が
終
了
す
る
と

参
加
者
か
ら
は
、
「
貴

重
な
体
験
が
で
き
た
」

等
の
感
想
が
聞
か
れ
、

好
評
の
う
ち
に
終
了
し

た
。

ヘリ搭乗の説明する東方ヘリ隊員と搭乗体験者

盛り上がった決勝戦の様子

優勝した第１０１施設器材隊
特殊器材中隊 隊員
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二
月
二
十
三
日
、
古

河
補
給
処
Ｏ
Ｂ
会
と
の

共
催
に
よ
る
古
河
支
処

創
立
二
十
一
周
年
記
念

行
事
を
実
施
し
た
。

古
河
補
給
処
Ｏ
Ｂ
会

員
及
び
関
係
企
業
等
と
、

よ
り
一
層
の
理
解
と
協

力
の
醸
成
を
目
的
と
し
、

歴

代

の

施

設

補

給

処

長
・
古
河
支
処
長
を
は

じ

め

と

し

た

Ｏ

Ｂ

各

位
・
各
部
隊
長
・
関
連

企
業
等
、
多
数
の
招
待

者
に
ご
臨
席
頂
き
、
古

河
支
処
隊
員
を
含
め
計

二
百
十
九
名
が
参
加
す

る
中
、
盛
大
に
行
事
を

行
う
こ
と
が
で
き
た
。

記
念
祝
賀
会
食
中
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
格
闘
部
隊
指
導
官
等

に
よ
る
格
闘
訓
練
展
示

や
古
河
支
処
の
日
々
の

業
務
を
撮
影
し
た
写
真

を
展
示
す
る
と
と
も
に
、

日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち

と
し
て
、
隊
員
等
に
よ

る
手
打
ち
そ
ば
を
振
る

舞
い
、
隊
員
や
招
待
者

に
好
評
を
博
し
た
。

鏡
開
き

記
念
祝
賀
会
食

保
有
し
て
い
る
自

衛
官
・
事
務
官
・

技
官
計
三
十
一
名

が
参
加
し
、
操
縦

能
力
を
競
い
合
っ

た
。併

せ
て
安
全
教

育
及
び
熟
練
隊
員

に
よ
る
模
範
操
縦

を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
運
転
技

能
の
向
上
と
安
全

意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

三
月
六
日
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
競
技
会
を
実
施
し

た
。本

競
技
会
は
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
装
備
し
て
い

る
保
管
分
類
課
・
技
術
課
及
び
各
工
場
の
班
対
抗
と

し
て
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習
修
了
証
を

【
即
応
実
動
訓
練
】

隊
は
、
三
月
六
日
（
水
）
、

第
１
施
設
団
（
第
１
０
１
施

設
器
材
隊
）
と
連
携
し
た
即

応
実
動
訓
練
を
実
施
、
事
態

対
処
時
に
お
け
る
部
隊
出
動

準
備
を
支
援
（
弾
薬
・
糧

食
・
燃
料
の
交
付
）
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
に
伴
う
指
揮

所
活
動
を
実
施
し
、
計
画
の

実
効
性
向
上
を
図
っ
た
。

給水所給水消毒薬剤
貯留タンク小屋設置

アーケード屋根補修

即応実動訓練
（燃料交付）

創隊６４周年記念行事
（祝賀会食）

施工後

【
創
隊
六
十
四
周
年

記
念
行
事
】

隊
は
二
月
十
六
日
（
土
）

業
務
隊
Ｏ
Ｂ
会
「
刀
水
会
」

の
参
加
を
得
て
、
創
隊
六
十

四
周
年
記
念
行
事
を
実
施
し

た
。
総
会
の
支
援
に
引
き
続

き
、
業
務
隊
Ｏ
Ｂ
の
方
々
と

の
祝
賀
会
食
を
実
施
し
、
創

隊
を
祝
う
と
と
も
に
、
Ｏ
Ｂ

の
方
と
の
懇
親
を
深
め
た
。

施行前施行前 施工後

【
生
活
・
勤
務
環
境
の
改
善
】

隊
は
、
４
四
半
期
駐
屯
地
施

設
の
整
備
と
し
て

一
月
、
ア
ー
ケ
ー
ド
屋
根
補

修
等
計
二
十
八
件

二
月
、
給
水
所
給
水
消
毒
薬

剤
貯
留
タ
ン
ク
小
屋
設
置
等
計

二
十
八
件

三
月
、
隊
員
浴
場
整
備
等
計

二
十
九
件
の
保
守
・
補
修
・
点

検
作
業
を
実
施
し
た
。

一
月
ア
ー
ケ
ー
ド
屋
根
補
修

は
、
変
形
し
雨
漏
り
等
が
生
じ

て
い
た
食
堂
か
ら
浴
場
間
の
屋

根
材
取
り
替
え
を
実
施
し
、
生

活
環
境
の
改
善
を
図
っ
た
。

ま
た
、
二
月
給
水
所
給
水
消

毒
薬
剤
貯
留
タ
ン
ク
小
屋
設
置

は
給
水
消
毒
薬
剤
貯
留
タ
ン
ク

を
20

以
下
に
保
ち
薬
剤
の
効

果
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
の
小

屋
を
設
置
し
、
給
水
所
機
能
の

改
善
を
図
っ
た
。

℃

三
月
十
三
日
、
特
殊

器
材
中
隊
は
、
習
志
野

駐
屯
地
構
内
整
備
支
援

を
実
施
し
た
。

作
業
隊
長
最
上
曹
長

以
下
十
三
名
の
隊
員
は
、

天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
打
設
が
延

期
に
な
る
中
、
持
ち
前

の
高
い
士
気
と
技
術
を

も
っ
て
、
約
26
㎥
に
お

よ
ぶ
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を

打
設
し
、
日
頃
の
訓
練

成
果
を
発
揮
し
た
。

アスファルトを均す隊員

車両通行時、誘導する学生

一
月
六
日
か
ら
三
月
八

日
ま
で
の
間
、
方
面
内
の

各
部
隊
か
ら
隊
員
が
参
加

す
る
「
初
級
陸
曹
特
技
課

程
「
架
橋
」
」
を
架
橋
中

隊
が
担
任
実
施
し
た
。

教
育
当
初
は
慣
れ
な
い

作
業
に
戸
惑
う
隊
員
も
多

か
っ
た
が
、
教
育
の
成
果

を
十
分
発
揮
し
て
、
教
育

終
盤
に
は
分
隊
長
と
し
て

分
隊
を
円
滑
に
指
揮
し
て
、

各
種
橋
梁
を
迅
速
確
実
に

構
築
し
た
。

一
月
十
日
、
日
米
共
同

部
隊
訪
問
に
お
い
て
山
崎

陸
上
幕
僚
長
、
在
日
米
軍

海
兵
隊
第
３
海
兵
遠
征
群

司
令
官
、
エ
リ
ッ
ク
・
ス

ミ
ス
中
将
、
髙
田
東
部
方

面
総
監
が
来
隊
さ
れ
、
器

材
隊
は
「
92
式
浮
橋
」
及

び
「
パ
ネ
ル
橋
Ｍ
Ｇ
Ｂ
」

等
の
装
備
品
・
訓
練
展
示

を
実
施
し
た
。

ス
ミ
ス
司
令
官
か
ら
は
、

方
面
隊
唯
一
の
装
備
品
を

構
築
す
る
隊
員
の
高
度
な

技
術
と
旺
盛
な
士
気
に
高

い
評
価
を
頂
い
た
。
ま
た
、

訓
練
展
示
に
参
加
し
た
隊

員
一
人
一
人
を
激
励
さ
れ

る
と
と
も
に
、
強
靭
な
体

力
・
精
神
力
を
も
賞
賛
さ

れ
た
。

長尺物の搬出入

パネル橋ＭＧＢ視察時の様子 渡河訓練場での記念撮影
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左から齊藤２士、村岡２士

一
月
二
十
三
日
よ
り
中

隊
に
新
た
な
若
い
力
が

加
わ
っ
た
。
元
気
良
く

挨
拶
を
す
る
笑
顔
の
素

晴
ら
し
い
隊
員
で
あ
る
。

意
気
込
み
を
聞
い
て
み

る
と
国
の
た
め
、
国
民

の
た
め
に
尽
く
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
一
日

一
日
を
無
駄
に
過
ご
す

こ
と
な
く
、
毎
日
し
っ

か
り
と
訓
練
を
し
、
力

を
つ
け
て
い
き
た
い
と

話
し
て
い
た
。
こ
の
溌

剌
と
し
た
面
々
が
中
隊

の
良
い
刺
激
と
な
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

中
隊
は
二
月
十
八
日
か
ら

二
十
二
日
ま
で
の
間
、
平
成

三
十
年
度
中
隊
野
外
行
動
訓

練
検
閲
を
受
閲
し
た
。

中
隊
は
本
検
閲
に
お
い
て

箱
型
土
嚢
を
作
成
し
、
強
靭

な
対
空
戦
闘
を
行
う
と
と
も

に
四
夜
五
日
に
亘
り
各
種
状

況
に
応
じ
た
適
切
な
行
動
を

行
い
、
見
事
『
概
ね
優
良
』

の
成
果
を
獲
得
し
た
。
引
き

続
き
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
対

応
で
き
る
よ
う
練
成
を
継
続

し
て
い
き
た
い
。

記念撮影

三
月
二
日
、
三
日
と

情
報
収
集
担
任
地
域
の

地
方
自
治
体
（
坂
東

市
・
五
霞
町
）
が
実
施

す
る
平
成
三
十
一
年
消

防
春
季
点
検
式
に
参
加

し
、
各
地
方
自
治
体
と

の
連
携
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民

に
対
す
る
自
衛
隊
の
理

解
を
深
め
て
防
衛
基
盤

の
充
実
に
寄
与
し
た
。消防春季点検式（坂東市）

三
月
十
一
日
か
ら
十

四
日
の
間
、
大
隊
の
上

級
施
設
機
械
整
備
特
技

養
成
者
に
対
し
、
特
技

練
成
訓
練
を
実
施
し
て
、

高
度
な
知
識
・
技
能
を

修
得
さ
せ
る
と
と
も
に

必
要
な
資
質
を
涵
養
さ

せ
た
。
ま
た
、
指
導
に

当
た
る
上
級
陸
曹
の
指

導
力
を
向
上
さ
せ
た
。

ドーザの整備要領を説明する隊員

二
月
二
十
五
日
か
ら

二
十
七
日
ま
で
の
間
、

中
隊
長
以
下
二
十
四
名

が
古
河
か
ら
船
岡
駐
屯

地
ま
で
の
長
距
離
機
動

訓
練
を
実
施
し
た
。
各

梯
隊
の
行
進
計
画
に
基

づ
き
整
斉
と
行
進
を
実

施
し
て
、
延
べ
約
六
百

ｋ
ｍ
に
及
ぶ
距
離
を
無

事
故
で
走
行
し
た
。

ま
た
第
３
１
２
ダ
ン

プ
車
両
中
隊
と
の
意
見

交
換
会
及
び
懇
親
会
を

実
施
し
て
、
部
隊
間
の

交
流
を
図
っ
た
。

第３０１ダンプ車両中隊の紹介

平
成
三
十
一
年
三
月
七
日

か
ら
二
十
日
ま
で
の
間
、

小
隊
陸
曹
以
下
十
五
名
が

古
河
駐
屯
地
構
内
整
備
支

援
を
実
施
し
た
。
弾
薬
庫

内
に
車
両
用
通
路
を
構
築

し
、
駐
屯
地
の
機
能
向
上

に
寄
与
し
た

こ
の
間
、
測
量
能
力
、

ダ
ン
プ
作
業
能
力
及
び
施

設
機
械
操
作
能
力
を
向
上

さ
せ
た
。

油圧ショベルによる表土掘削

三
月
十
三
日
、
古
河

派
遣
隊
へ
東
部
方
面
通

信
群
副
群
長
以
下
五
名

が
来
隊
、
群
行
政
文
書

監
査
が
行
わ
れ
た
。
文

書
管
理
者
を
は
じ
め
、

業
務
の
円
滑
か
つ
確
実

な
実
施
の
た
め
に
行
政

文
書
が
合
規
適
正
に
管

理
さ
れ
て
い
る
か
の
監

査
を
受
け
た
。

こ
の
日
は
会
食
も
行

わ
れ
、
副
群
長
以
下
五

名
、
派
遣
隊
か
ら
八
名
、

合
計
十
三
名
が
参
加
、

監
査
会
場
の
空
気
か
ら

一
転
、
和
や
か
な
会
食

と
な
っ
た
。

監査後の懇談の様子

古
河
派
遣
隊
で
四
年
間
勤

務
さ
れ
た
阿
久
津
一
曹
の
異

動
が
決
定
し
、
三
月
二
十
日
、

派
遣
隊
で
見
送
り
行
事
を

行
っ
た
。
阿
久
津
一
曹
は
四

年
間
の
勤
務
の
内
、
搬
送
班

長
と
し
て
三
年
間
勤
務
、
そ

の
間
多
重
回
線
の
維
持
運
営
、

総
務
省
に
よ
り
実
施
さ
れ
た

固
定
局
検
査
の
受
検
等
、
古

河
派
遣
隊
に
様
々
な
形
で
貢

献
さ
れ
た
。

阿
久
津
一
曹
は
三
月
二
十

三
日
よ
り
東
北
方
面
隊
仙
台

駐
屯
地
業
務
隊
に
勤
務
さ
れ

る
。

阿久津１曹との記念撮影

三
月
二
十
三
日
付
、
第
三
十
一
代
第
３
４
１

会
計
隊
長
と
し
て
第
４
０
７
会
計
隊
（
武
山
）

か
ら
大
塚
健
太
郎
三
佐
（
写
真
中
央
左
）
が
着

任
さ
れ
ま
し
た
。

要
望
事
項｢

前
向
き｣

に
対
し
、
会
計
隊
員
一

同
職
務
に
邁
進
す
る
。

表彰後の記念撮影

一
月
一
日
付

で
、
岡
村
候
補

生
（
当
時
）
が

３
等
陸
曹
に
昇

任
い
た
し
ま
し

た
。
会
計
科
の

初
級
陸
曹
と
し

て
会
計
支
援
を

任
さ
れ
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。

二
月
十
日
、
古
河
体
育
館
で
行
わ
れ
た
「
第

四
回
古
河
市
綱
引
大
会
」
に
、
駐
屯
地
隊
員
で

編
成
さ
れ
た
二
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

有
力
チ
ー
ム
が
多
数
参
加
す
る
中
、
Ａ
チ
ー

ム
が
男
子
の
部
で
第
三
位
、
Ｂ
チ
ー
ム
が
男
女

混
合
の
部
で
第
一
位
の
成
果
を
収
め
大
健
闘
し

た
。

熱戦の様子

大塚３佐着任記念撮影


